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日本人大学生の英語コミュニケーションに対する駒支・意識の変符

一海外関学・滞在を経験することの志義と課題を中心に一

新ヰ・領域教育専攻

国際教育コース

宮脇勇気

序章はじめに

これまで外凶人と接する機会が多い環境にい

る中で、周聞にいるH本入学牛が英語言呑者に話

しかけようとしないことが強く印象に残ってい

る。本論文では、海外留学・滞在の経験の有無、

英語力による失言再のコミュニケーションに向け

た思いの違いの他、留学に対してどのような思

いをいだいているのかについて焦点を当てた。

海外需学・1新王の梓験がどのように日本入学

生の英語学宵に影響を与えているのか、英語の

コミュニケーションに向け、どのように閑難を

克服したのかを立識調怖吉果を中心にまとめた。

第1章 グロ}ノ勺レ人材と英語教育

閏際社会の発展に伴ってグローパノレ人材が住

口されている。外国人人口が多国籍化・多様化

し、大学教育もこの状況に対応する必要性が指

11有される。また、外国語によるコミュニケーシ

ョンが哨加している。英語以外の言語に日木に

おいて対応可能な品言出土少なく、英訴の重要性

を言及できる。また、学生の内で、グローノヤレ人

材になりたいと思う人がいる-方、「自信がなしリ

と答える学生が多いことを誕う調査もある。本

論文が「グ、ローバノレ人材」の育成に向けたさら

なる取組の改善になると惣定できる。

大学生の経験及び大学ごとの英語に文付る捉

え方、ヒ。ジョンが異なっている状況が英語にお

ける問題とも取れ、多岐にわたっている。留学

を促進し、外国人と商封L合うことで日本人の英

指導教員 イゴ 坂広樹

語を用いた英会話はどこまで改善されるのかと

疑問を抱き、「意識の変容Jに着目して研究を進

めることにした。また、海外留学・1帯(Eの経験

によってあらゆる不安がどの程度解消されるの

かと共に、留学が英語教育においてどのように

枕摂づけられているのかを明らかにし、関連さ

せながら調査を進めた。

第2章本論の研究目的・手法・対象

断卜南学・漸'Eによる変化について調子主・分

析した先行研究を調べてみると、英語でコミュ

ニケーションを取ることにおける不安は、搬ネ

留学・滞在の経験の形態等に基づいた使用への

もの、意識やふるまいの有り様、留学に対する

学生の思いなどが関連していることが挙げられ

たことから、これまで注目されなかったリサー

チクェッションについて5つ提唱した。

英語を学宵・使用する機会は海外留学・滞1'J:

の経験が長ければ長いほど増えると考えられる

中その実際についてが 4つ、これまでの人生で

培った英吉苦jJの差がどのくらい英語でのコミュ

ニケーションにおける意識の変容に影響してい

るか検証するためのものが一つ、英語のコミュ

ニケーションにつまずきを感じた際に本人がど

のように乗り越えているかを調べるためのもの

が一つ、学生の持つ留学の必然性・必要性につ

いてのものが一つ、そして最後に大学ごとの取

り組みの違いによる影響についてがつである。

まず、留学、英語を使用するときの不安、英
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話学習に着目し幅広く文献検索を行った。その

後、著者の所属するN大学において、すでに商

学を経験している大明涜学生へのインタビュー

を実施した。インタビューで、は特に、留学への

経緯、留学中の出米事・出会いなどについて訊

いた。その後、 3大学の大学生を来像にアンケ

ート調査を行った。内符としては、教月断副~生

の割合、?古伊ト留学・滞在の経験の有無・時期・

これまでの合計期間、英語力について、回答者

の思う自分の英語について、英語でスムーズに

コミュニケーションを取るために関する項目に

ついて調査をわ二った。

第3章分析結果

インタピューにより、木論文と関係のある共

通コードが8つ挙げられた。

英語学宵に関するアンケートに参加した午:1主

は2354毛である。#im-留学・滞在の経験のある

回答者クやループとない回答者グループ、期間ご

と、時期等で違いがあるのかを調千任した。拍汐ト

留学・滞在の粍験を通して、英語のコミュニケ

ーションが「できなしリのではなく、「しなかっ

た」だ、けで‘あったことに気づいた人が増えた可

能性が考えられた。海外留学・滞布の間lこ、初

めての文化や振る舞し、に触れた経験により、帰

国後に英語学滑に実Jf]的なコミュニケーション

を取り入れるようになった可青島性が見られた。

また、英語を使用する際の不安に関しては、平

均値比較の結果、海外留学・滞在の経験の合計

期間により特徴の違いが見られ丸 1か月を超

えるか超えないか、 1年を超えるカ謡えなし、か

によって英樹史問こ来ける不安の度合し、に晶、

が確認された。英語のコミュニケーションの向

上においては、回答者における「留学」の重要

性にバラツキが見えた。自由回答の分析結果か

ら、海外留学・滞在の経験の有無による留学が

「絶対条件Jだと思うかどうかに関してはそれ

ほど大きな立識の差がないことがわかった。

第4章本論文の総括

英語のコミュニケーションを行う際の海外留

学・滞在の経験が及ぼすE:識変容に様々な観点

から着目し、大学生の思う留学の必要性につい

て、大学問の取り組みの違いについて明らかに

することを目指した。リサーチクェッションに

関しては以下のことがわかった。

海外南学 ・滞在の経験に着目すると、期間ご

とに不安を小さくする可能性があることがわか

った。

TOEICのスコアが向くなるに連れて英語f士

様への不安が低くなっていることが{協で、きた。

英t語のコミュニケーションの機会を様々に確

保することで、悶難を少しずつ乗り越える姿が

;垣間見られた。

j砂ト商学・1帯{f.の経験を持つ回答者のうち、

南学に関しては、商学生の人口i骨力11や教材発達、

自身の経験から、草色対条件ではないとする回答

が見受けられた。

グローノく/レ教員の育成を謡うのであれば、何

らかの対処・=f-u:てを考える必要があろう。

終章おわりに

今後、海外留学・滞在の杯験の違いが英J割吏

用への不安及び英語学習への抵抑惑・負担u惑に
し、かに影響を及ぼすのかについて、他方、大学

教育においても英語のコミュニケーションに支

障を来す心理的な要閃の軽減への手助けのあり

方についても調べてして必要があろう。失言Eの

コミュニケーションに苦手意識や不安等を感じ

ている日本人大学生のための環境整備等が英語

のコミュニケーションの機会の確保にも卜分に

効果がJであるように忠われる。




